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びわこ学園医療福祉センター草津

（第一びわこ学園 大津市神出開町２６０）



発達保障の提起と提唱

「身体的、精神的な不幸を一身に担っ

て生まれてきたこの子どもたちにも、

幸福に生きる権利があることを、私た

ちは全力をつくしてその生命と発達を

保障していきたいと思う。

それがこの世紀に課せられた使命の

ひとつであると確信している。」

『糸賀一雄著作集 第Ⅲ巻251ページ』

1963.6.執筆



糸賀・岡崎思想に

おけるKey word

四六時中勤務

耐乏生活

不断の研究

本人さんはどう思てはるんやろ．．．。



人智学（シュタイナー）



複数の視座から見ると「困りごと」と「課題」が見えてくる
困りごとは子どもが経験していること。課題は、その困りごとを軽減するために支援側も含めて取り組むこと。

視野：生活・学習・環境・関係性まで広く捉える

困りごと
本人が困っていること

課題
支援で取り組むこと

本人の視座

家庭の視座

教育の視座

福祉・医療の視座

地域の視座

視座（コーンの頂点）を変える → 視野が広がる → 困りごとの背景が見える → 支援課題が見える



例：「授業中に席を離れる」から、困りごとと課題を整理する
表面的な行動をそのまま課題にせず、複数の視座・視点から「本人は何に困っているか」を探る。

視座 視点 見えてくる困りごと 見えてくる課題

本人 感覚・理解・意思 音や人の動きがつらい／課題が分からない／休みたい 刺激を調整する／分かる提示にする／休憩を選べるようにする

家庭 生活・安心・体調 睡眠不足や疲れがある／見通しがないと不安 生活情報を共有する／安心できる見通しをつくる

教育 環境・学習・参加 課題量が合わない／座って参加する方法しかない 課題量・座席・参加方法を調整する

福祉・医療 発達・健康 感覚特性や体調が活動への参加に影響している 特性や健康面を踏まえた環境調整を行う

地域 居場所・関係 安心できる人・場所・活動が少ない 安心できる居場所やつながりを増やす

ポイント：「席を離れること」そのものを課題にせず、本人の困りごとと環境との関係から支援課題を設定する。



児童発達の動作学 ケネス・S・ホルト 成瀬悟策 訳編 1978 P4

重力と早期運動発達 P４

重力は見ることができない．したがって，この強力な

力の重大な影響力を見おとしやすいのである．

（中略）

生まれてからずっと，重力はわれわれのすべての

運動に影響している．

（中略）

幼児の初期的活動のほとんどは確固とした姿勢を

重力の影響に抗して，達成し維持することである．



小児の姿勢
小児の姿勢 （改訂第３版）
有馬 正高/北原 佶【著】
診断と治療社（2012/05）





EXPLORATION IS FOR EVERYONE
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物語の中で自分たちを見る
こどもたちを外から眺めるのではなく

支援（お手伝い）という物語の中で自分たちを見つめる





Joseph J.Campos
移動経験は、発達の推移を決定す

るものではないが、説明することが

でき、運動経験は、その人の環境

との経験を劇的に変化させる。
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家族は私のことを一番よく知っていて、
私にとって一番いいことをしようとしてくれているの。

だから、話を聞いてあげて。そして、話して、また聞いてあげて。
家族のことを尊重してあげて。



こんなもの出来ないかなあ～

PCSSのアイデア

ブリコラージュ野生の思考



PCSSを用いて

のActivity



第2回 新・赤ちゃん学国際シンポジウム

－赤ちゃんの可能性を探る基調講演－

2003年12月2日（火）

ハイハイという移動経験がもたらす影響として

Prof. Campos

ハイハイという移動経験がもたらす影響として

Prof. Campos

1)空間定位 2)隠したものを探せる 3)指さしや視線の先を

見る(言語獲得の基盤の共同注意の発達) 4) 姿勢の視覚

的コントロール 5) 高さに対する恐怖などを挙げています。

1)空間定位 2)隠したものを探せる 3)指さしや視線の先を

見る(言語獲得の基盤の共同注意の発達) 4) 姿勢の視覚

的コントロール 5) 高さに対する恐怖などを挙げています。

自ら動くことは、周辺視野からの情報が増え、姿勢制御に視
覚情報が関与し、社会的参照や情動的コミュニケーションが

増え、認知機能の発達を促すことにつながります。

自ら動くことは、周辺視野からの情報が増え、姿勢制御に視
覚情報が関与し、社会的参照や情動的コミュニケーションが

増え、認知機能の発達を促すことにつながります。



障がいのある赤ちゃんが移動経験を獲得することで指
さしや視線の先を見る課題が 12％から 50％改善した。

行動を変えるのは年齢ではなく経験である。
移動は発達を促すものではあるが、発達を生じさせる
ものではない。

自らの力では移動が困難なこどもたちに対して、
電動移動機器を用いてでも移動の経験を行うことは
ニューラルネットワークの構築を促すためにも、
定型発達児が移動経験を開始する時期から開始する
ことが重要であると考えられる。



Prof. Joseph Campos 
内山伊知郎教授





#2: Rehab 
requirements:
Social Mobility

Early Every Behavior

Everywhere For Everyone

With Everyone All the time



身体に不自由のある子どもたちの場合・・・

身体に不自由のある子どもたちは、思うように体を動かすことがで

きません。

そのことは、身体を知覚することだけにとどまらず、対人的相互作

用や社会性の発達にも多大な影響を及ぼします。

その観点からすると子どもたちにとって動くことは、Social
Mobility であり、心の発達を育むためにも重要であります。



いつから始めますか？

一人での移動の重要性
自己によって生産された移動は認識的で心理社会的な発達における

極めて重要な役割を果たします。

CamposやGallowayは生後7ヶ月から開始。



Yuki PMD Session 3・10



Behavior coding Session 1



Behavior coding Session 10



Tobii Eye Tracker

Preferential looking method

HEAT MAP PMD SESSION 1 HEAT MAP PMD SESSION10
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PCSSを用いての

Activity





Ｔａｋｅ Home Message

「療育とは個々の訓練ではなく、もっと全体

的な注意深く計画され実施される 子育て

であることもわかってきた」とし、その子育

てとは「育つ力を育て」ること…「意欲を育

てる」これが「育つ力を育てる」Keyである。


